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 教育未来創造会議 第一次提言 

（我が国の未来をけん引する大学等と社会の在り方について（抜粋） 

（２）学部・大学院を通じた文理横断教育の推進と卒業後の人材受入れ強化

人文・社会科学の厚みのある「知」の蓄積を図るとともに、自然科学の「知」との融

合などにより、あらゆる分野の知見を総合的に活用し社会課題への的確な対応を図る

「総合知」の創出・活用を目指し、STEAM 教育を強化し、文理横断教育を推進する。 

このため、大学入学者選抜における文理横断の観点からの出題科目や、学部単位の大

学入学者選抜の在り方の見直しを図るとともに、「入口（大学入学時）での質確保」か

ら、大学修了時までに必要な資質能力を身に付けさせ、厳格な卒業認定を行う「出口で

の質保証」への転換をより一層進める。また、我が国では、多くの学生が授業時間以外

の予習・復習・課題など授業に関する学修時間が短く、密度の濃い十分な学修時間を確

保できていないが、特に ST 比が高い大学・学部や、大人数講義が多い分野において、

アクティブ・ラーニングを取り入れた授業が少なかったり 43、卒業論文・卒業研究を

必修化していなかったりする 44等の課題が多い。こうした状況を改善するため、学修

成果・教育成果の把握・可視化等を通じた教学マネジメントの確立を推進するとともに、

設置基準の見直しの検討などにより、ST 比の改善等を通じて、大学が一人一人の学生

の学修成果にコミットする教育環境の整備を推進する。一方で、基盤的経費の配分や設

置認可申請等における厳格な入学定員管理を見直すほか、入学後の専攻分野の決定（レ

イトスペシャライゼーション）や、入学後に他分野へ関心が移った際の専攻分野の転換

や編入学の弾力化を進めるなど、これまでの単線型の教育からより柔軟に学修者の志向

に応じた学びへと転換する。 

さらに、我が国は諸外国に比べて修士・博士の学位を有する高度な専門人材が少ない

中、高い付加価値を生み出す修士・博士の育成・活躍に向けて、大学院教育の強化に取

り組むとともに、卒業後の企業や官公庁での受入れ強化を図る。 

＜具体的取組＞ 

①STEAM 教育の強化・文理横断による総合知創出

・ 人文・社会科学系における理系科目や、自然科学系における文系科目の設定とい

った、大学入学者選抜における文理横断の観点からの出題科目の見直しを促進す

る。 

・ 学部等の枠を超えた大学入学者選抜の実施などによる入学後の専攻分野の決定

（レイトスペシャライゼーション）や、入学後の専攻分野の転換、編入学など、

学生が大学での学修の中で専攻分野を決定したり、専攻分野の転換をより容易に

したりする等の複線的・多面的な学びの実現を図る。 
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・ 全学的なデジタルリテラシーの向上に向けた基礎素養としてのデータサイエン

ス等の履修促進や既存の理工系大学等における現職・実務家教員向けのリスキ

ル・プログラムの開設を支援する。その際、オンラインを積極的に活用して優れ

た授業を活用する単位互換や研修を促進する。 

・ こうした総合知を育成するための入試科目の見直し、入学後の文理横断型の教

育、複線的・多面的な学び、全学的なデータサイエンス教育等について、「教学マ

ネジメント指針」の見直しや、設置認可審査や修学支援新制度の機関要件の審査

での反映、積極的に取り組む大学の好事例の収集・展開、基盤的経費の配分にお

けるメリハリ付けによるインセンティブの付与に取り組むなど、学生の学びの充

実に向けた実効性ある方策を講ずる。 

・ 基盤的経費の配分や設置認可申請等における定員管理に係る取扱いについて、

現行で入学定員に基づく単年度の算定としているものは、収容定員に基づく複数

年度の算定へと改めるなど、入学定員管理の柔軟化を進める。

（略） 

（３）理工系や農学系の分野をはじめとした女性の活躍推進

国際的にジェンダーパリティが進展していく中で、教育と労働のジェンダーの不平等

の悪循環を断ち切り、大学等における教育を通じて、女性が経済的に自立し、自らの意

思で個性と能力を十分に発揮して活躍できるようにする。 

特に、世界に伍する研究大学から地域の人材育成をミッションとする大学に至るまで、

多様な視点や優れた発想を取り入れた新たなイノベーションの創出に向けて、他の分野

と比較して特に女子学生の占める割合の少ない理工系や、これまで以上に女性の視点を

取り入れることでさらなる成長が期待され、地域活性化にもつながる農学系などの分野

の学問を専攻する女性の増加など、女性活躍のためのプログラムの強化を図る。 

さらに、中学・高校における理数教育の充実に加え、幼少期から影響を与える保護者、

学校、社会のジェンダーバイアスの排除に向けて社会的機運を醸成するなど、女子高校

生の理系選択者の増加に向けた取組を推進する。 

＜具体的取組＞ 

①女性活躍プログラムの強化

・ 女子学生の占める割合の少ない分野の大学入学者選抜における女子学生枠の確

保等に積極的に取り組む大学等に対して、運営費交付金や私学助成による支援を

強化する。 
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・ 大学の教員等の出産・育児等のライフイベントと研究活動の両立を支援する施

策を充実する。

・ 運営費交付金等、大学への資源配分において女性登用のインセンティブの付与

を行う。

・ 女性管理職の登用拡大に向けた大学ガバナンスコードの見直し、学部ごとの女

子学生・女性教員の在籍・登用状況などの情報開示の促進を図る。

（略） 




